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||寄稿 I1

統計的に考える力・説明する力を育てる『科学の道具箱j• 

深津弘美".酒折文武….西村圭一…・，竹内光悦"・・

田村義保....・.渡辺美智子・....・-長崎栄三日・

要約

学習指導要領の改訂により.算数科では「数量関係j領域が l年生から設定され.アメリカ，イギリス

をはじめとする諸外国同様に，初等教育の初期から統計の学習が展開されることになった小学校算数

科では.統計的なグラフを用いて.統計的に考える能力，説明する能力を育てることが重要となる.本

研究では.身の回りの現象や身近なデータに問題意識をもち.データをもとに問題を解決するという活

動の中で.統計の考え方やグラフの活用の仕方を学ぶことのできるデジタル教材「科学の道具箱Jの概

要と.これらを活用した統計的な見方や考え方を育成するための授業モデルを概説する.

キーワード:統計.統計的な考え方.数量関係.データの分析.統計的なグラフ，マルチメディア教材

1.はじめに

学習指導要領が改訂されその主な改善事項とし

て， i言語活動の充実Ji理数教育の充実Ji情報教

育の改善Jが注目されている。この中で.小学校

算数科においても， 1年生から「数量関係」が設け

られ.言葉や数.式.図，表 グラフなどを用い

た思考力や表現力を育成する教育を早期より進め

ていき.統計的な見方や考え方を日常生活の問題

に自ら活用できる児童を育てることが求められて

いると考える.身の回りの現象や身近なテーマに

関するデータを.集めて整理する力.データの特

徴や傾向を読み取り判断や予測を行い，それらを

説明する力，特に統計的なグラフに表現する力.

グラフから読み取る力を小学校の段階でつけてお

くことが重要となる.

アメリカ.イギリスをはじめとする諸外国では， 1990

年代から統計的に考える力 (StatisticalThinking) 

の育成に力をいれ.算数・数学科のカリキュラム

を充実してきた.特に算数教育においては，多様

-平成22年 2月2日受付.平成22年 2月12日決定

なグラフを活用し.興味深く解釈しやすい身近な

テーマを取り上げ.実際のデータを用いた課題解

決型学習が繰り返し行われている.グラフ等の作

成ではコンピュータも積極的に活用されている.

アメリカ.カナダ，オーストラリアでは，コン

ピュータ等の技術が統計の学習成果の向上に大き

く寄与することが広く認識され (Finzer，2009)， 

小学生用のソフトウェアTinkerPlotsを開発し各

学校に提供している.

本研究では.新しい学習指導要領で学習する統

計的なグラフや見方・考え方を整理し， i科学の道

具箱Jを開発した.文科省主管の独立行政法人の

科学技術振興機構(JST)の「理科ねっとわーく j

の枠組みの中で開発された本教材は.身近なデー

タストーリーの動画やアニメーションによるグラフ

解説とグラフ作成ソフトウェアが一体となったデ

ジタル教材である.本稿では「科学の道具箱」の

概要と.これらを活用して統計的に考える力や説

明する力を育成するための授業モデルを概説する.

・・東京医療保健大学医療保健学部 ・・・中央大学理工学邸 ・・・・固立教育政策研究所基礎研究郎 ・・・・・実践女子大学人聞社会学郡
・・・・・情報・システム研究俊傍統計数理研究所 ・H・H・東洋大学経済学郎 ・・・・・・・・傍岡大学大学院教育学研究科
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統計的に考える力・説明する力を育てるf科学の道具箱j

2. r数量関係Jにおける統計に関連する学習内容 表2 諸外国におけるグラフ等統計関連の学習内容

データの背景を理解し.データを使って統計的

に考える力を育成する課題解決型学習の重要性に

ついては.諸外国の統計教育で特に重視されてき

たことである (Cobb.1992:Garfield.1995)，現実

のテーマをもとにデータを収集して課題を解決す

る過程が.統計の学習の理解には大切であると同

時に.その活動の中で児童が考えたり説明したり

する際の.統計的なグラフの活用と解釈が大変重

要な役割を果たす.グラフからデータの背景を読

み取ること，さらには新たな情報.新しい知を発

見することが重要となる.

新学習指導要領の「数量関係Jに示される統計

に関連する学習内容は表1に示す通りである

かっこ内に記した内容は.学習指導要領に示され

る内容の後につながる学習内容を加筆したもので

ある.各学年の内容の一部は.学年をまたいで重

複させて.スパイラル学習が可能になるように編

成されている.低学年からの学年をまたいだ学習

や発展的な学習を通して.繰り返し学ぶことが重

要である.

表 1 算数教育での統計学習内容

学年 内容

個絵絵数ややの図図数てのえの読上表み現げ取

り

2 
身の回りにある数量の作成分類整理

簡表単やなグ表ラやフのグ読ラみフ取のり

資表表棒料ややグのラググ分ララフ類のフフての読と鐙の読み理表み方取現やかりき3 
ー・・・・・・ー・・・・・・・・・・・ー・・・・.

方
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4 
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フ |
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表2に示すのは，諸外国の 5歳から12歳までに

行われている統計関連の学習の内容と我国の新学

習指導要領に示される統計関連の学習内容を簡単

にまとめたものである.上段がグラフ.下段が着

目すべき統計的な指標などである.今回の改訂に

より.諸外国と同様に.我が国の算数教育におい

ても.初等教育の初期から様々な統計的なグラフ

を用い.データを中心に統計的に考えて課題を解

決する力の育成が要請されていることがわかる.

3.科学の道具箱

「科学の道具箱Jは.統計的に考える力.説明

する力を育てることを目的に開発された統計学習

用のデジタル教材である.学習内容は，小学校か

ら高等学校までの学習指導要領に対応し.身近な

データストーリーの動画やアニメーションによる

グラフ解説とグラフ作成ソフトウェアが一体と

なっている.本教材の利用は無料であり.各教材

は.JSTの理科ねっとわーくのウエプサイト1)よ

り利用可能である.

3.1学習テーマ

本教材は.自然科学.社会など幅広いテーマで

統計の学習を進めることができる.理科.社会な

ど他教科の学習指導要領にも対応し，植物.天気.

体などの身近なテーマで，実際のデータを使った

統計の学習が可能となる.各テーマのデータを.

実際に活用している専門家へのインタビュービデ

オも収録され.学習の動機付けに活用できる.各
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極教材は図 lに示す「ヤツデの紫lま何枚に分かれ

ているの?J r天気と気温の変化を観察してみよ

う」 などのテーマ毎に利用可能で・ある. また.棒

グラフ.折れ線グラフなど統計1こ関連する学習内

容を指定して利用することもできる(図 2). 
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また.r科学の道具箱Jの特徴は.実際に授業で

がTffiできるデータ「データライブラリーJ.表やグ

ラフを作成するソフ ト「分析ソフトウェアJ(図 3). 

分析の手順を示す「分析ス トーリーJ.各テーマの

専門家のインタビュービデオ「科学者 -実務家のミ

ニレクチャ-J. rティーチャーズガイドJ.統計の

解説書「 トースター&スタッ γと学ぶ統計'J(凶4) 

が.テーマ毎にすべてそろっている点である.

3.2 算数科における「科学の道具箱」の活用

ti:数教育において統計的な見方や考え方を育成

するには.統計的なグラフが重要な役割lを果たす.

数値だけではなく統計的なグラフや表をmいて

データの株子や逃いを考え.1Iいに話し合う授業

の展開が有効となる コンピュータソフトは.容

易に統計的なグラフを作成することができ.大変

有効な手段である。他方で.Oavies. 2005が示す

ように間違ったグラフを描いてしまうことも少な

くなく .そのことに対して気づく力も必要である

手作きによる統計的なグラフの作成や簡単なグラ

フの扱いを繰り返すこと.さらに誤ったグラフや

他のグラフとの対比などを過して 表現する力を

発いたい.

その際には.各グラフの学習を該当する学年に

限定せず.その用途や意義を繰り返し学習したり 目

前ITJしたりすることが大切であるー例えば.小学

校 l年生で学:ぷ絵グラフは.新聞でも使われる有

効なグラフであり.繰り返し!日途に合わせて活用

することが必要である。

以下では目学年ごとにのー数科における「科学の

迫具箱J のおriJlFJ ~例を示す.

3.2.1 小学校1年

小学校第 I学年では.身近なデータの個数を数

え上げた結J茶色絵で表現し読み取る力をつける

ことが重要となる.こ こでは.教師の用意した絵

を並べたり.手fb:きの絵を黒板に貼りつけたりし

ながら.どのように整理したら分かりやすいかを

工夫することが大切であろう たとえば.家族の

人数や生まれた月.好きなスポーツなどをクラス

内で数え上げた結果の絵グラフを教室内にたくさ

ん展示し授業で所用するなど (図5).グラフに親

しむことも重要である.

図3 分析ソフトウエア
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図4 トースター&スタッツと学ぶ統計学習 1
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教材の「トースター&スタッツと学ぶ統計」を活

用してグラフの選び方.グラフ作成時の注意点

説みIr~ り方などを動画て盲学ぶことも効来的である

(図 7) 動聞の中では.児童役のキャラクター

が実際に読み取りや説明を行い.先生に間違いを

指摘される湯而もあり ，楽しく学習をすることが

可能で、あると考える

3.2.4 小学校4年

第4学年では.2つの観点でデータを扱うことと

時間で変化する値の扱いが主な学習内容となる.

1時間での変化を示すグラフとしてなぜ折れ線グラ

フが適切なのかグラフから何をどう読み取ったら

よいのか等を正確に理解するために.各自の作成

したグラフの特徴を説明し伝え合う活動や.他者

の説明に合わせてグラフをかくなと-の活動も有効

となる 「トースター&スタッツと学ぶ統計」では.

いくつかのlJj.例をもとに折れ線グラフ (凶8)の横

軸の13蝶は等間隔でなくてはならないこと.線の傾

き方をみることが重要であることなど解釈や説明

に大切なポイントについて平易に説明しているー

縦軸の目践の111]隔を変えることによって.グラフの

見え方が大きく変わることも悦党的に学習できる.

統計的に考える)J 託IYJする))をTfてるrw戸の道具fiiJ

、-
8 ‘F・・ -
民主J

kf-1 o. 

【-~]
トースター&スタッツと学ぶ統計学習2

図5 ニュージーランドの授業風景

3.2.2 小学校2年

第2学年では.身のlulりにある数此の分類整理

のために.表やグラフを利用したり.活用したり

するカをつけることが重要である.第 l学年で

は.~tべるだけだった絵を.数で表現して表にま

とめ.縦!~b ・ 横取b上にグラフ化する.表を作成す

るl努には.マスの構成をどのようにするか.絵グ

ラフを自作する際には絵の大きさ目単位をどうす

るかなどを工夫しなければ正しい表現ができない

ことを体験することが重要となる

「科学の道具箱Jでは表を作成したり.Excelで

は標準グラフに含まれない絵グラフ (凶6)を作

成したりすることが容易に可能であり .手書きと

合わせて活用できる 大きい}II買に並べ替えること

もボタン操作 lつで'IlriiEである.グラフは並び}m
を変えると大きく見え方が変わるので.画面上で

その違いを先生が見せることも有効である

."".... t:')".fT胸."，1:"'1

・1， およ :. 図7

図8 折れ線グラフ
早
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'w・
図6 海外の子供たちの登校手段の絵グラフ

(CensusA tSchoolのデータより作成)

3.2.3 小学校3年

第3学年では.より明確な表現手段として棒グ

ラフを学習する 棒の一番高いところ.低いとこ

ろはどこか.全体的な特徴は何か等に活白してグ

ラフを読み取り .説明することが考えられる.本
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3.2.5 小学校5年

第 5学年では目データの全体傾向をとらえるた

めに.全体と部分.部分と部分の関係に着回し.~QJ 

合を示す円グラフや干wグラフの活用について学:ぶ

例えば図 6に示す登校手段を調査した結果:や図 7

に示す好きな科目などのデータは.1. 2. 3・・・

などの数値データではなく .徒歩.自転車などのカ

テゴリを示すデータ (質的データ.またはカテゴ

リーデータという)である. このようなデータは.

棒グラフだけではなく円グラフや帯グラフを用い

て訓合を表現すると傾向がとらえやすい.r分析ソ

フトウェアJを活用すると棒グラフをボタン操作l

つで円グラフや術グラフにも変更できる(図 9)

第4学年でも学習した 2つの観点でのデータの

場合には.グループ分けをしたい項目をメニュー

から選べば帯グラフを 2つに分けることも容易に

できる(図10).rトースター&スタッツと学:ぶ統

計」では.発展的な学習の lつとしてパレート図

も紹介している.パレー ト図とは.これまで学習

した篠グラフ，折れ線グラフ，割合(相対度数)

を組み合わせたグラフで，質的データの中心傾向

を知るために使われる重姿なグラフである

山..:，0..・m ・"一向.. . 
開
醐

-・ l吋..:1・・ E二コ

。...同
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図9 球種別投球数の円グラフ

3.2.6 小学校 6年

努H学年では.平均や散らばりを調べ.統計-的

な考察および表現方法について学習する 数i止を

示すデータがいくつかある場合には.平均を求め

ることにより数をならして集団の特徴をつかむこ

とができる. しかしながら.平均の値だけでは

データの散らばり具合を知ることはできないこと

が多く.度数分布表や柱状グラフ (ヒストグラム)

が宥効となる 数量を示すデータをいくつかの階

級に分けて集計し度数分布表及び柱状グラフを

作成する.平均の値だけではなく .グラフから中

心の位iiTと散らばり具合の両而でデータの全体傾

向を読み取る練習が布効であろう 「分析ソフト

ウェアJの柱状グラフ (図11)は.グラフ内に平

均の位iiTを示す赤線が引かれ.柱状グラフの山の

頂点と平均値の佐世の関係を確認できる

以上のように各学年の授業の中で本教材を併用

することにより.児童の発達段階に応じてさまざ

まなグラフを用いて統計的に考えることが可能に

なる.そして.グラフを作るための操作に煩わさ

れることなく .現実のデータを対象に.データに

はばらつきがある こと.ぱらつきの程度に:iiliいが

あることを視覚的に学習することは大変に重要で

ある.

図11 脈拍の柱状グラフ

4.授業での活用事例

授業においては.グラフを作成するだけではな

く.作成までのデータの準備やできたグラフから

結論を導き出し.児童がそれぞれの意見を出し合

い話し合う活動が何よりも大切である.r科学の

道具~iJ では，このような活動を笑現するために.

図10 球種別投球数の帯グラフ(右打ち・左打ち) テーマを設けている。本教材の各テーマには.r分
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統計(I(jに考えるプJ. .Jil91するカをnてる日|学の辺Nijj

析スト ー リー」 と呼ばれる授業の展|井l例が準備さ

れ.問題 ・計画 ・データ ・分析 ・結論のサイク Jレ

に沿って授業を組み立てることができる。ここで

は，この例を紹介する

4.1ヤツデの葉はいくつに分かれているの?

(表，絵グラフ. 篠グラフ.数え上げ)

本テーマは，小学校 3年生以上を対象とした統

計の諸概念を扱う授業を想定した~fj.例の l つであ

る

問題 :ヤツデの業は. さけて複数に分かれて l枚

の葉-を構成している しかしながらその分かれ方

は.7つに分かれるもの.8つに分かれるものなど

様々である.そこで.これを実際に調べて結来を

まとめることを目的にこのテーマは;hV.t成されてい

る 授業では.はじめにヤツデの殺の特徴を示し.

業によって分かれ方が様々であることを確認した

うえで問題を明確化する(定式化する).18つに

分かれているものが一番多いJなどの予測をたて

ることも重要で・ある

計画・データ :例えば.8つにわかれているという

予測が正しいことを示すという問題場面において

は.どのようなデータが必要か， どのよう にデー

タを集めるかを考えさせる.統計の学習では.結

果のみならず計画の段階での工夫や議論も大変重

要となるからである f分析ス トー リーJに収録

された ビデオで実際に制祭する様子やその|祭の注

意点を知り.計画をたてて実際に観jJ!ljしてみるこ

ともできる 観察の|努には.数えIIjj違えのないよ

うにするためにどのような工夫が有効カ¥観察結

果を書き込む表はどのようなものが使キIJか等を考

えて意見を出し合う場の設定が有効となる

分析 観測した結果は. 表やグラフにまとめる.

表や棒グラフのかき方にとどまることなく .ヤツ

デの観察結来にはなぜ篠グラフが有効で，他にど

のようなグラフがあるかを考えさせるこ とや.不

適切なグラフの例を示すことも大切である.表と

グラフのまとめ方や作り 方.読み方については.

「トースタ ー&スタッツと学ぶ統計Jを活用して

詳しく勉強することもできる ヤツデの;柴の観察

結果が様々である ことは.グラフ を記述すること

によりわかりやすく表現でき .新しい発見にもつ

ながる.

ヤツテ・の業・のわかれ方は，:{rj:数と偶数で分ける

ことによ りさらにその特徴を捉えやすくできるの

である 図12に示すよ うに. 奇数個に分かれた繋

が圧倒的に多く.計数は 9，偶数6を中心として

データが分布しているーこれはヤツデの業の成長

の仕方と|制連している.また. 調べたすべての紫

の枚数と .さけて分かれた数を掛け算し， 1 枚の

業が平均していくつに分かれているかを計叫する

と.およそ 8つであることもみえてくる(図13). 

ヤツデの葉の分かれ方
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図13 ヤツデの分かれ方の平均

結論:統計的な見方や考え方を身につけるために

は結論を言葉でまとめることが大変重要である

グラフからわかったこと は何か.疑問を感じる点

は何か等を具体的に表現してまとめる力.説明す

る力をつけることが必要となる わかったことや

不思説、に思ったことについて話し合い.他者と意

見を伝え合う場を設けるこ とも有効である ヤツ

デの紫は.はじめにI枚出てその左右に l枚ずつ

増えて成長していくため.奇数が圧倒的に多い

観察の結果を まとめ. その理由を;y，¥jべること によ

り ヤツデという槌物の成長のメカニズムにまで

目を向けることができるのである

振り返り :児童が活動を振り 返り .

・データを集める時に落ちゃ重な りはなかったか

.表に適切にまとめるこ とができたか

15 



日本数学教育学会誌寄~92巻約2~- (2010年)

-グラフの選択は適切だったか

他のグラフを活用することはできるか

-棒グラフは他にどのような場面で活用できるか

などを記述させることも必要となる このような

振り返りと活動の繰り返しにより.統計的に考え

るカや説明する力を発揮できる ようになると考え

るからである.

さらに.なぜこのような学調が必要であるかに

ついては.全国統計教育研究協議会常任理事の橋

本進氏のインタピュービデオ「科学者ム ・実務家の

ミニレクチャー」を聞いて学ぶこともできる.

なお目分析汀!のデータがm立されているため.

実際にヤツデの諜ーを観察できない場合には.デー

タをダウンロードして利用することが可能であ

る グラフ等の作成に関しては.i分析ソフトウェ

アJを利用することにより パソコン操作技能の

有無に影響される ことなく分析を行う ことができ

る この「分析ソフ トウェアJは.小学生にも使

いやすいよう操作性や用語に配慮し市販の表計

算ソフ トでは難しい絵グラフの作成なども容易に

可能である

4.2 天気と気温の変化を観察してみよう

( 2つの観点から分類整理.折れ線グラフ.時系列)

本テーマは.日向と日陰の迎いや気温のiWjり方

について学び.実際の観察を過して時系列でデー

タを集め分析し 2つの観点でのデータの分類整

理~. 時系列データの扱いについて学ぶものである.

取り上げるグラフは.棒グラフと折れ線グラフで

ある.

問題 :気象に関するデータは.子どもにとって身

近で.また社会的な関心も高い 本テーマでは.

例えば.IIIの中に残された子どもが熱射病で亡く

なった事故を取り上げ. LI rhJとIJI塗の気温の迎い

に着目させ.再発を防ぐポスターを作成すること

までを問題にすることが考えられる.あるいは.

児童にとってより身近な話題としては.日向にな

る時間の呉なる 2つの教室で.どちらが暖かいか

を比較することも考えられる.

また.実際に専門家がどのように正確なデータ

を集めて予報をおこなっているか.また.なぜ正

確な予報が必要なのか等を考えることも学習の動

機づけになる 本教材の「分析ストーリーJや「ミ

16 

ニレクチャーJには.そのヒントが示されている.

計画・データ・ 気温をどのように測るか.どのよ

うにデータを集め整理するかなどの計画を考えさ

せる.実際の観測が難しい場合には.データライ

ブラリーから日向と日陰の温度変化の観測データ

や日本各地の温度変化の観測データを利用するこ

とが可能である これらのデータを利用する場合

にも，なぜそのデータを利用するのか.どのよう

にして収集されたデータなのかを考えさせること

が大切である.必要に応じて.i分析ストーリーj

や「ミニレクチャーjの一部を見せることも有効

である

分析 :-LIの気温の変化をU向と日|監の 2つの場

所で観測した結来をグラフ化する際には.どのよ

うなグラフが適しているかを考える ことが重要で

ある. i分析ソフトウェア」を利用する ことによ

か統計的なグラ フの作成は容易にでき.出来上

がったグラフを見比べて検討する活動や読み取る

活動を中心に授業を進めることが可能となる.ま

た.iトースター&スタッツと学ぶ統計jを利用す

ることにより .変化を表すグラフとして折れ線グ

ラフについて学習することができる.そのような

学習では.折れ線グラフだけを取り上げるのでは

なく .棒グラフとの対比.折れ線グラフを作成す

る|授や読み取る際の注意点など実例を見ながら

学ぶことが有効であるー

結論:$iJ;論は紋拠を基にまとめる.その上でグ

ループ内やグループ1mでの話し合いや 学級での

発表の場面を設ける ことが有効となる

-このグラフから私がわかったことは..• 

.夜、が疑HiJを感じる点は.

等のひな型を提示することも有効である 日向と

図14 度数分布表の作成方法



統計的に診える力 ・.. iV91するカをnてる『科学のiuJHiiJ

lヨ陰の追いの原因についてまとめ.車内での熱射

病による事故の再発を防ぐためのポスタ ーの作成

等.具体的な呼びかけをさせることも考えられる.

振り返り :活動の場而を振り返りその結果をまと

める 折れ線グラフのどこに者目して変化の特徴

を読み取ったのか. u府!と臼陰のグラフにどのよ

うな遣いがあったか，季節が違った場合にはこの

グラ フをどのよ うにみるのか， グラフの形状をむ

業で説明し.自分の分析が正しかったこ とを示す

ことができたか等の問いかけにより活動を振り返

り町さらなる探究につなげることが可能と なる

この他に5年生以上を対象としたテーマ「ス

ポーツの科学」では.現在のスポーツ界で統計が

どのように活用されているかを学ぶことができ

る.プロ野球やサッカーの試合紡:w・を記録した

データをもとに.投手や選手の攻略法を考えると

いった授業を展開できるであろう.また.6年生

以上を対象としたテーマ「体の中のデータ探検」

では. 脈拍が人によって典なること.同 じ人でも

体の状態によって異なることを題材に.脈拍や心

拍数などのデータの重要性を学ぶ.正確なデータ

を取得するために脈拍の計測はどのよう に行った

らよいか.J立数分布表や柱状グラフはどのように

かき そこからどのようにデータの傾向を読み

取ったらよいかを学習する.度数分布表(凶14)

や柱状グラフ(図15)の作り方については.iトー

スター&スタッツと学ぶ統計」でも詐しく学ぶこ

とができる

図15 脈拍のヒス トグラム

5.統計的に考えるカ ・説明する力の評価方法

本教材を用いた児童の活動を.例えば.次のよ

うな観点で評価することができる.
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-課題に|話lする予測をすることができたか

・データを適切に記録するための工夫ができたか

.データからわかったことを言葉に表して説明

できたか

-適切な統計的なグラフを選択できたか

-統計的なグラフを適切に読むことができたか

.わかったことを的確に伝え合うことができたか

また.i科学の道具箱」では.授業で利用できる

ワークシー トやティーチャーズガイドも準備され

ている。それを評価の際に活用することもできる.

6.おわりに

「科学の道具箱」は.新学習指導要領が意凶す

る統計ー学習のために，文科省主官・の独立行政法人

の科学技術振興機桃(JST)が著者等を含め広く

専門家の協力の下に企画開発し公的な教材とし

てインターネッ ト上で公開するものである.

本教材の開発にあたり .身の!日lりのさまざまな

事象に対して統計的な問題意識をもつこと.及び.

データをもとに自ら課題を解決するために必要

な.統計的に考える力や説明する力を育成するこ

とを重視した 小学生で・も興味を持って型鮮でき

るテーマを取り上げ.型科 ・社会 ・体育ーなどの{也

教科と連携した展開も可能となった.グラフを過

して身の阿りの現象や身近なテーマのデータにつ

いて考え.説明する力を育成することにより .デー

タの重要性や統計の意義を学び.中学校 -高等学

校の学習につなげることも可能になるであろう ー

さらにはーその後の社会生前の111でも.さまざま

な:tF，U{に対して論理的に判断する上で.統計の学

習は重要な意義を持つ 問題意識を持って考える

力と説明する力を育成するためのlつのツールと

して本教材が児童の学ぶ意欲を73め，広く思考

力 ・判断力 -表現ブJの育成に寄与する ことを期待

する

謝辞 ・本研究は科学技術振興機構 (]ST)i初等

中等教有ーにおける統計的能力のす11蕊を目的とした

デジタル教材」により行ったものである.関係者

に記して謝意を去します
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